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館
林
警
察
署

�
（75）
0
1
1
0

◇
緊
急
な
と
き
　
1
1
0
番

1
1
0
番
は
、
事
件
や
事
故
に
遭

わ
れ
た
り
、
目
撃
し
た
と
き
の
警
察

へ
の
【
緊
急
電
話
】
で
す
。
例
え
ば
、

交
通
事
故
発
生
、
泥
棒
に
入
ら
れ
た
、

ケ
ン
カ
し
て
い
る
な
ど

◇
1
1
0
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

1
1
0
番
通
報
す
る
と
警
察
官
が

次
の
内
容
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

▼
事
件
で
す
か
、
事
故
で
す
か
？

身
近
な
犯
罪
　
防
ぐ

あ
な
た
の
１
１
０
番

県
立
農
林
大
学
校

�
0
2
7（
3
7
1
）3
2
4
4

入
門
コ
ー
ス

◇
コ
ー
ス
・
日
程
・
定
員

▼
春
夏
野
菜
　
4
月
〜
9
月
の
お
お

む
ね
隔
週
日
曜
日
（
約
8
回
）
20

人
▼
秋
冬
野
菜
　
8
月
〜
11
月
の
お
お

む
ね
隔
週
日
曜
日
（
約
8
回
）
20

人 ぐ
ん
ま
緑
と
大
地
の
学
校

（
就
農
準
備
校
）
入
校
生
募
集

県
庁
消
防
防
災
課

�
0
2
7（
2
2
6
）2
2
4
5

平
成
7
年
1
月
17
日
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
、
6
千
人
を
超
え
る
尊

い
命
が
失
わ
れ
た
の
を
機
に
「
防
災

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
家
庭
に
お

け
る
地
震
対
策
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

点
検
項
目

・
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
す
る

・
大
地
震
が
起
き
た
と
き
の
家
族
の

行
動
や
役
割
分
担
を
決
め
て
お
く

・
倒
れ
や
す
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀

は
補
強
し
て
お
く

・
倒
れ
や
す
い
家
具
は
留
め
金
な
ど

で
固
定
し
て
お
く

１
月
15
日
〜
21
日
は
防
災

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
で
す

・
消
火
器
を
備
え
て
お
く

・
最
低
3
日
分
の
食
料
、
水
な
ど
非

常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
お
く

▼
い
つ
で
す
か
、
そ
れ
は
ど
こ
で
す

か
？

▼
ど
ん
な
事
件
で
す
か
？
（
ど
ん
な

事
故
で
す
か
？
）

▼
犯
人
は
ど
ん
な
人
で
す
か
？

◇
携
帯
電
話
で
1
1
0
番
通
報
す
る

場
合
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
県
境
付
近
で
は
、
他
県
の
警
察
本

部
に
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
電
波
の
影
響
な
ど
に
よ
り
途
中
で

切
断
し
た
場
合
は
、
再
度
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
相
談
や
各
種
の
照
会
に
は
＃
9
1

1
0
の
ご
利
用
を
！

1
1
0
番
の
電
話
回
線
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。
緊
急
で
な
い
相
談
や

照
会
な
ど
に
は
、
＃
9
1
1
0
を
は

じ
め
と
す
る
専
用
電
話
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
果
樹
　
4
月
〜
7
月
の
お
お
む
ね

毎
週
木
曜
日
（
約
8
回
）
10
人

▼
花
き
　
4
月
〜
7
月
の
お
お
む
ね

毎
週
水
曜
日
（
約
8
回
）
10
人

◇
共
通
事
項
　

▼
時
間
　
午
前
9
時
〜
正
午

▼
内
容
　
露
地
野
菜
、
果
樹
、
花
き

の
栽
培
管
理
技
術
の
講
義
と
実
習

な
ど
就
農
に
必
要
な
基
礎
的
知

識
・
技
術
の
習
得

▼
対
象
者
　
農
業
を
職
業
と
し
て
希

望
し
、
就
農
が
具
体
化
し
て
い
な

い
人

◇
会
場

県
立
農
林
大
学
校
（
箕
郷

町
西
明
屋
）

◇
受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
種
苗

代
な
ど
教
材
費
は
実
費
負
担
で
す
）

◇
選
考
方
法

書
類
選
考

◇
申
込
期
限

2
月
27
日
（金）
必
着

◇
申
込
方
法

電
話
の
上
、
所
定
の

申
込
用
紙
で
県
立
農
林
大
学
校
へ

※
こ
の
ほ
か
専
門
コ
ー
ス
、
実
践
コ

ー
ス
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

同
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

桐
生
行
政
事
務
所

�
0
2
7
7

（52）
7
3
7
3

県
民
の
皆
さ
ん
に
森
林
を
よ
り
身

近
に
感
じ
、
森
林
林
業
の
大
切
さ
を

肌
で
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

森
林
づ
く
り
の
中
で
も
特
に
大
切
な

間
伐
作
業
の
体
験
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
自
分
た
ち
の
手
で
間
伐
し

た
木
を
持
ち
帰
り
、
利
用
を
希
望
さ

れ
る
か
た
に
は
、
無
償
で
提
供
し
ま

「
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
」

間
伐
体
験
の
参
加
者
募
集

2
月
は
、
政
府
の
呼
び
か
け

に
よ
る
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」

で
す
。
便
利
で
つ
い
つ
い
使
っ

て
し
ま
う
電
気
で
す
が
、
皆
様

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
使
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
関
東
電
気
保

安
協
会
で
は
、
次
の
3
つ
の

「
省
エ
ネ
ポ
イ
ン
ト
」
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

①
設
定
温
度
は
控
え
め
に

冬
の
室
温
の
設
定
は
20
℃
を

目
安
に
、
冷
蔵
庫
内
の
設
定

温
度
は
弱
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
ス
イ
ッ
チ
は
Ｏ
Ｆ
Ｆ

見
て
い
な
い
テ
レ
ビ
や
不
要

な
照
明
は
、
こ
ま
め
に
切
り

ま
し
ょ
う
。

③
待
機
電
力
の
カ
ッ
ト

就
寝
や
外
出
す
る
と
き
は
、

常
時
通
電
が
不
要
な
電
気
製

品
は
、
こ
ま
め
に
プ
ラ
グ
を

抜
き
ま
し
ょ
う
。

２
月
は

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

月
間
で
す

�
日
時
　
2
月
8
日
（日）

午
後
1

時
30
分
開
場
　
2
時
開
演

�
司
会
　
矢
崎
　
滋

�
指
揮
　
竹
本
泰
蔵

�
曲
目
　
第
1
部
▼
パ
ー
ン
ス

タ
イ
ン
／
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
ス

ト
ー
リ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
ほ
か

第
2
部
▼
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

／
花
の
ワ
ル
ツ
ほ
か

�
チ
ケ
ッ
ト
　
一
般
　
1
、
0
0

0
円
　
学
生
5
0
0
円
（
高

校
生
以
下
）【
全
席
自
由
】

�
日
時
　
3
月
28
日
（日）

午
後
2

時
30
分
開
場
　
3
時
開
演

�
講
師
　
ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
先

生
�
受
講
料
　
1
、
0
0
0
円
【
全

席
自
由
】

※
い
ず
れ
も
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
窓
口
に
て
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
。

詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化

館
へ
�
（84）
5
5
5
5

群
響
バ
レ
ン
タ
イ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
　

町
民
文
化
大
学
教
養
講
座

ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
先
生

イ

ベ

ン

ト

情

報

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館


